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石川自治センタ- 

だより 

 

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
出
前
講
座
」 

開
催
! 

11
月
21
日
（
金
）、
共
同
福
祉
施
設
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
、「
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

共
創
カ
レ
ッ
ジ 

出
前
講
座
」（
主
催 

福
島
県
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

石
川
町
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
地
域
の
活
力
低
下
や
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
で
は
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
を
展
開
し
て
お
り
、
今
回
の
講
座

も
そ
の
一
環
で
す
。 

石
川
町
で
の
初
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
行
政

区
長
や
自
治
セ
ン
タ
ー
職
員
、
自
治
協
議
会
役
員

な
ど
多
く
の
方
が
参
加
し
、
町
民
の
意
識
の
高
さ

を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

事
例
発
表
で
は
、
中
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
の
吉
田

さ
ん
よ
り
補
助
サ
ー
ク
ル
「
つ
な
が
っ
ぺ
」
に
よ

る
買
い
物
支
援
や
「
中
谷
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
」、
高

齢
者
交
流
の
場
「
こ
も
れ
び
会
」
な
ど
の
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
活

動
に
活
か
せ
る
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
」
と

の
声
が
あ
り
、
今
後
も
研
修
会
や
交
流
会
へ
の
積

極
的
な
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
良
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
石
川
町
合
併
七
十
周
年
と
い
う
節

目
の
年
で
し
た
。
大
き
な
災
害
も
な
く
、
石
川

地
区
自
治
協
議
会
の
事
業
も
滞
り
な
く
実
施

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支

援
の
賜
物
で
す
。 

 
特
に
、
8
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た「
盆
楽

祭
」
は
大
き
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の

盆
踊
り
を「
盆
楽
祭
」
と
名
称
変
更
し
、
浴
衣

コ
ン
テ
ス
ト
（協
賛
：
旭
町
飲
食
店
）
に
は
若
い
世

代
を
中
心
に
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
盆

楽
祭
で
は「
盆
ギ
リ
恋
歌
」「
ギ
ザ
ギ
ザ
ハ
ー
ト

の
子
守
歌
」の
曲
に
合
わ
せ
て
老
若
男
女
が
踊

り
、
大
き
な
輪
と
な
っ
て
か
つ
て
な
い
盛
り
上
が

り
と
な
り
、
皆
様
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。
同
日
夜
に
行
わ
れ
た
灯
籠
流
し
で
は
、

２
０
０
基
の
灯
籠
が
町
の
中
心
を
流
れ
る
北
須

川
に
浮
か
び
、
優
雅
で
趣
の
あ
る
光
景
に
多
く

の
方
が
感
動
さ
れ
ま
し
た
。
両
行
事
と
も
前
回

以
上
に
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
地
域
の
賑
わ

い
を
創
出
し
、
夏
の
夜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
、
毎
週
土
曜
日
に
開
催
し
て
い

る「
ま
ち
な
か
朝
市
」は
天
候
に
恵
ま
れ
、
計
26

回
実
施
で
き
ま
し
た
。
午
前
７
時
の
販
売
開
始
と

と
も
に
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
多
く
の
方
が
来

場
し
、
朝
市
ら
し
い
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

と
も
に
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
多
く
の
方

が
来
場
し
、
朝
市
ら
し
い
活
気
に
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
学
法
石
川
高
校
１
年
生
も
学
習
の

一
環
と
し
て
販
売
を
手
伝
い
、
自
ら
稲
作

体
験
で
収
穫
し
た
米
を
販
売
す
る
な
ど
、

出
店
者
・来
場
者
と
も
に
増
え
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
域
安
全
部
会
で
は
石
川
町
内
で

撮
影
・制
作
し
た
、
幼
児
・児
童
向
け
の
交

通
安
全
動
画
を
使
い
、
い
し
か
わ
こ
ど
も

園
、
石
川
文
化
幼
稚
園
、
石
川
小
学
校
、
新

田
寿
健
康
大
学
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
後

も
継
続
し
て
交
通
事
故
防
止
啓
蒙
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

自
治
協
議
会
の
四
部
会
（地
域
協
働
部

会
・生
涯
学
習
部
会
・地
域
安
全
部
会
・福

祉
部
会
）
も
、
地
域
の
皆
様
が
少
し
で
も
住

み
や
す
く
な
る
よ
う
、
地
道
な
努
力
を
継

続
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
自
治
協
議
会

活
動
を
通
じ
て
、
皆
様
に
と
っ
て「
住
み
良

く
・
楽
し
く
・た
め
に
な
る
・役
立
つ
」活
動

を
展
開
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

自
治
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
様
の
活
動
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
、
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー
長 

 

矢
内 

陽
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１月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                     

日 曜 行 事 予 定 備 考 

5 月 役場仕事始め・互礼会  

6 火 石川自治センター仕事始め  

15 木 新田寿健康大学 1月学習会 新田ふれあいセンター 

16 金 県中地域づくり交流会 郡山合同庁舎 

20 火 石川寿大学 1月学習会 自治センター 

21 水 石川義塾中学生ものづくり 石川自治センター 

23 金 石川自治協議会理事会 石川自治センター 

困った時はお互いさま、みんなで支え合う地域づくり 

レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
ク
ー
ル 

 

石
川
地
区
で
活
動
す
る
４
つ
の
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
ク
ー
ル

が
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
閉
講
式
を
迎
え
ま
し
た
。
学
級
生
の
皆

様
は
、
一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
令
和
７
年
度

の
全
課
程
を
無
事
に
修
了
さ
れ
ま
し
た
。 

・
レ
デ
ィ
ー
ス
外
槇 

 

12
月
９
日
（
火
） 

王
子
平
集
会
所 

・
レ
デ
イ
ー
ス
新
田 

 

12
月
11
日
（
木
） 

新
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

・
レ
デ
ィ
ー
ス
き
た
す 

 

12
月
12
日
（
金
） 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー 

・
レ
デ
ィ
ー
ス
猫
啼 

 

12
月
18
日
（
木
） 

西
田
屋 

 

石
川
義
塾
中
学
校
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月
二
回
午
後
４
時
か
ら
自

治
セ
ン
タ
ー
で
籐
手
芸
の
作
品
作
り
し
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

作
品
と
生
徒
さ
ん
で
す
。 

石
川
寿
大
学 

 
 

新
田
寿
健
康
大
学 

 

12
月
18
日
（
木
）
、
新
田
寿
健
康
大
学
は
新
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
て
12
月
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
講
師
に
は
昨

 
 

 
 
 
 
 

年
も
ご
好
評
い
た
だ
い
た 

 
 

 
 
 
 
 

理
学
療
法
士
の
佐
々
木
紗 

 
 

 
 

苗
先
生
を
お
招
き
し
ま
し 

 
 

 
 

た
。
「
冬
の
過
ご
し
方 ―

 

  
 

 
 

健
康
に
長
生
き
す
る
た
め 

 
 

 
 

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご 

 
 

 
 

講
話
頂
き
、
参
加
者
は
熱 

 
 

 
 

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し 

 
 

 
 

た
。 

石川義塾中学生ものづくり 

 
石
川
寿
大
学
は
12
月
９
日
（
火
）
北
町
む
つ
み
会
館
に
お

い
て
、
12
月
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

  

学
習
会
の
第
１
部
で
は
、
塩

田
富
子
さ
ん
、
相
楽
久
美
子
さ

ん
。
金
内
奈
緒
子
さ
ん
に
よ
る

日
本
昔
話
の
語
り
が
披
露
さ

れ
、
学
級
生
は
心
温
ま
る
物
語

の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

続
く
第
２
部
で
は
恒
例
の
新

そ
ば
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
増
子
勝
昭
さ
ん
、
三
瓶
利

晴
さ
ん
が
う
っ
た
絶
品
の
そ
ば

を
参
加
者
一
同
、
心
行
く
ま
で

堪
能
し
ま
し
た
。 

まちなか朝市会 

石川町社協に歳末助け合い募金を寄付 

石川地区自治協議会 矢内陽介会

長は 12 月４日石川町社会福祉協

議会を訪れ、まちなか朝市で 

集まった募金 

17,639円を 

寄付しました。 


